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平 成 ３ ０ 年 ５ 月 ８ 日

浜田港連絡調整協議会

大型旅客船にかかる浜田港入出港安全対策マニュアル

１ 趣旨

浜田港連絡調整協議会会則第５条第２項に基づき、浜田港における大型旅客

船の入出港及び係留にかかる必要な安全管理等について、「浜田港船舶航行安

全対策調査（旅客船飛鳥Ⅱの福井３号岸壁への入出港の安全性調査）」（平成

２２年３月）及び「浜田港大型客船入出港に係る航行安全調査」（平成２９年

６月）から、必要な事項を定める。 

２ 用語の定義

（１）「対象船舶」とは、「飛鳥Ⅱ」を船型とする５万ＧＴ級から「コスタ・

ビクトリア」を船型とする７万ＧＴ級までの旅客船をいう。 

（２）「対象岸壁」とは、福井３号岸壁をいう。

（３）「調整区域」とは、浜田港港域から対象岸壁前面に至る海域をいう。 

３ 安全管理体制

（１）島根県浜田港湾振興センター（以下「振興センター」という。）は、対

象船舶の入出港における安全航行及び係留中の安全を確保するため、浜田港

連絡調整協議会（以下「協議会」という。）により、情報の一元化、安全対

策の履行、緊急時の対応等の安全確保に必要な措置を講じる。

（２）協議会会員は、これに協力する。
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＜安全管理体制図＞ 

４ 入出港及び係留中における安全対策

（１）入出港の管理

イ 管理体制の確立

浜田港への対象船舶の受け入れにあたっては、振興センターが入出港の管

理責任者となり、港湾施設の適正な維持管理に努め、協議会会員等の協力を

得て対象船舶の運航に係る安全管理体制を確立し、入出港に係る調整、入出

港の基準の遵守等を管理する。

ロ 入出港に係る調整

振興センターは、調整区域における対象船舶の航行に支障が生じないよ

う、次の調整を図るものとし、必要な手順を別に定める。

① 福井埠頭３、４号岸壁への他船の着岸係留の回避

② 漁船、プレジャーボート等の対象船舶への接近及び針路上の航行の自粛

③ 調整区域における他の入出港船舶との競合回避 
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ハ 気象海象の把握

振興センターは、入出港前日からの気象海象情報を入手し、入出港の基準

と照合のうえ、対象船舶の安全確保を図る。

（２）入出港の対策

振興センターは、対象船舶に次の事項を措置させるものとする。

イ 入出港基準の励行

対象船舶の入港については、原則日出から日没までの間とし、下表の入出

港の基準によるほか、次の場合は入港を中止する。

① 係留停泊中に係留限界風速を超えることが予想されるとき

② 台風又は急速に発達した低気圧による強風が予想されるとき

③ 気象庁から津波警報・注意報が発表されたとき

④ 着岸に支障をきたす異常事態が発生したとき

⑤ 港長から勧告・命令があったとき

〈入出港の基準〉

船  舶 飛鳥Ⅱ（５万ＧＴ級） コスタビクトリア（７万ＧＴ級）

風 速 １２ｍ／ｓ以下 １０ｍ／ｓ以下

波 高 １．５ｍ以下（有義波高） １．５ｍ以下（有義波高）

視 程 １，０００ｍ以上 ２，０００ｍ以上

接岸速度 １６．７ｃｍ／ｓ未満 １０．０ｃｍ／ｓ未満

 喫 水 港内水域状況に応じ、１０％以上の適切な余裕水深が確保できる喫水

＊ 風速は、浜田特別地域気象観測所における１０分間の平均風速とする。

ロ 進路警戒船の配備

対象船舶が調整区域を航行している間、漁船、プレジャーボート等の小型

船に対する警戒にあたらせるための進路警戒船を配備させる。夜間の出港に

あっては、進路警戒船に、矢箆島沖浅所にマーカー配置させてこれを示すと

ともに、沖防波堤を照射させることにより、対象船舶の出港を支援しその安

全性を確保する。 
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ハ 水先人の乗船

入出港には、港内の情勢に精通した水先人を乗船させる。

ニ 曳船による支援

入出港には、次により曳船を配備して操船支援に当たらせる。

① 飛鳥Ⅱを船型とする５万ＧＴ級の場合

３，５００馬力以上の曳船１隻を配備する。ただし、対象船舶のバウスラ

スタ－の効果が利用できないとき、又は風速１０ｍ／ｓ以上あるとき（入港

時に限る。）は、３，５００馬力以上の曳船を２隻配備する。

② コスタビクトリアを船型とする７万ＧＴ級の場合

３，５００馬力以上の曳船１隻を配備する。ただし、対象船舶又は振興セ

ンターが入出港の実績、入出港時の気象状況等を踏まえて、入出港の安全確

保に支障があると判断するときは、船長、水先人をはじめ、関係者間で協議

し、曳船を２隻配備する。

ホ 夜間出港時における対象岸壁の照明の確保

夜間出港時においては、防舷材の位置、岸壁法線が確認できる十分な照明

を確保する。

（３）係留中の対策

振興センターは、次の事項を管理する。

イ 係留限界風速

対象船舶の係留にあっては、以下の事項に留意する。

① 係留限界風速（１５m/s）以下での係留の厳守

② 最新の気象情報の入手

③ 係留索張力の均等保持の措置

ロ 気象急変への備え

係留中、安全に出港できる風速基準を超えることが予想されるときは、対

応に遅れを生じさせることがないよう、余裕を持って船長及び水先人と協議

して、以下により気象の急変等による事態に備える。

① 余裕をもって出港できる体制の確保

② 離岸出港時における、入出港の基準の風速の遵守
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ハ 避難・離岸

次の事項に該当する場合は、対象船舶を離岸させ、安全な海域に避難させ

る。この場合において、船長及び水先人は避難海域を協議し、これを定めて

おく。この離岸に必要な手順を別に定める。

①  係留限界風速を超えることが予想されるとき

② 津波警報・注意報が発表されたとき（津波到達予想時刻までに港外まで

進出可能なときに限る。） 

③ 船長が離岸する必要があると判断したとき

④ その他係留の続行が危険なとき

⑤ 港長から勧告・命令があったとき

ニ 連絡手段の確保

対象船舶が対象岸壁に係留中、振興センター、浜田海上保安部、船舶代理

店、曳船会社、水先人等の関係者は、相互の連絡体制を確保する。

（４）その他

イ 船長への情報提供

振興センターは、対象船舶の船長が安全に入出港するために正確な情報を

提供しておくことが重要であるため、浜田港の気象特性及び通航路、回頭水

域、港内の水深、係留岸壁その他の港内における必要事項を事前に代理店を

通じて船長に伝え、入出港の安全確保に最大限努める。

ロ 操船上の留意事項

振興センターは、必要に応じ代理店を通じて船長に操船上の次の留意事項

を連絡する。

① 乗船する水先人との意思の疎通

② 風圧による影響を強く受けることを考慮した操船の励行

③ 浅所への避険線、変針位置、船首方位、係留位置等の確認のための目標

物を設定した入出港操船の励行

④ 進路警戒船、曳船及び船舶代理店との連絡手段の確保

⑤ 国際ＶＨＦ（ＣＨ１６）を聴取し、ＡＩＳを作動させ、情報の的確な確

認の励行

⑥ 着岸時における岸壁への平行接舷の励行
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⑦ 「浜田港船舶航行安全対策調査（旅客船飛鳥Ⅱの福井３号岸壁への入出

港の安全性調査）」（平成２２年３月）及び「浜田港大型客船入出港に係

る航行安全調査」（平成２９年６月）における「ビジュアル操船結果、操

船に関する主な意見」 

ハ 係留索への注意

振興センターは、対象船舶が係船曲柱に加え直柱に係留索を配置する場合

は、岸壁上を往来する車両、乗客に対し、係留索の表示、バリケードの設置、

事前の注意喚起等、十分な安全対策を講ずる。

ニ 入出港時の資料の収集

振興センターは、今後の安全対策に活用するため、対象船舶の入出港操船

の航跡、接岸速度、当時の気象・海象、操船環境等の資料の収集整理を行い、

また、協議会会員はこれに協力する。



- 7 -

参考資料

１．対象船舶の主要な諸元

船名船型 飛鳥Ⅱ（５万ＧＴ級） コスタビクトリア（７万ＧＴ級）

旅客定員 ８７２名 ２，３９４名

総トン数 ５０，１４２トン ７５，１６６トン

全長 ２４０．９６ｍ ２５２．９１ｍ

垂線間長 ２０５．００ｍ ２１７．４５ｍ

型幅 ２９．６ｍ ３２．２ｍ（最大幅３８．０ｍ）

満載喫水 ７．８ｍ ８．０ｍ

排水量 ２６，１６４トン ３７，５７７トン

巡航速力 １８．５ｋｔ ２３．００ｋｔ

プロペラ ＣＰＰ×２ ＣＰＰ×２

舵 普通舵×２ ベッカーラダー×２

機関出力 ８，６４０ｋｗ×４ １５，０００ｋｗ×２

バウスラスター １，０００ｋｗ×２ １，７００ｋｗ×３

スタンスラスター － １，７００ｋｗ×２

２．対象岸壁（福井３号）の公称能力

係留能力 ５５，０００ＤＷＴ

水深 －１２ｍ（計画水深－１４ｍ）

延長 ２８０ｍ

曲柱 ５０ｔ×１基、７０ｔ×７基、１００ｔ×４基

直柱 １５０ｔ×２基


